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約16,400㎡

事
業
提
案
競
技

当初の事業計画

〇地区面積 ： 約１．４ｈａ

〇 敷地面積 ： 約７，４００㎡

〇 容積率 ： ５００％

○ 事業完了目標 ： 平成２３年度

○ 当初の計画施設規模 ： 約１６，4００㎡

公共施設として情報交流施設

約８，０００㎡を導入

公共施設
約8,000㎡

権利床
約1,500㎡

共有施設
約1,500㎡

駐車場
約5,400㎡

公共施設

権利床 共有施設

駐車場

民間施設

（特定事業参加者）

（特定業務代行者）

建設業務代行者制度

東A地区の事業計画



住宅用立体駐車場

各棟の配置

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟



延床

約３５，５００㎡

住宅約２３０戸

地下２階

地上３５階

・住宅

・商業Ｃ棟

延床

約１，３００㎡地上３階

・公益

・商業

・業務

Ｂ棟

延床

約１５，７００㎡

地下１階

地上５階

・公益

・商業

・業務

Ａ棟

備 考階数用途

施設概要



縦動線（ＥＶ，ＥＳ）

地下１階



縦動線（ＥＶ，ＥＳ）

１階



縦動線（ＥＶ，ＥＳ）

２階



縦動線（ＥＶ，ＥＳ）

３階



縦動線（ＥＶ，ＥＳ）

４階



縦動線（ＥＶ，ＥＳ）

５階



縦動線（ＥＶ，ＥＳ）

Ｒ階



※基本設計取りまとめ段階のイメージであり、変更になることがあります。

住宅棟の外壁は、熊本城のイ
メージを継承した無彩色の白
やグレーを基調とした吹き付
けタイルを用いる。

ガラスは、空と雲を映し
だし、夜間には暖かい光
を演出する。

施設棟は内部が見え賑わ
いを創出させるカーテン
ウォールを用いる。

耐久性、透明性、開放感
のある材質とする

施設建築物の外観計画について



※基本設計取りまとめ段階のイメージであり、変更になることがあります。

壁面緑化による緑化の推進

屋上緑化による緑化の
推進と省エネルギーと
都市気候の緩和

浸透桝等による地
下水の保全

ペアガラスによる省エネ
ルギーと都市気候の緩和

コミュニティウォーク等の
植栽よる二酸化炭素の吸
収と緑化の推進及び都市
気候の緩和

杭・地下工事における地
下水汚染の未然防止
文化財の保全

太陽光パネルの導入による省
エネルギーと都市気候の緩和

周辺地域の町並みに
配慮した色彩計画

歩行者空間の確保と高齢化社会
に対応したＵＤへの配慮

環境に配慮した計画について


